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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月8日(2017.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
生アルファウイルスのウイルス組成物であって、
　１種以上の生アルファウイルス、
　１．０ｍＭ～４０．０ｍＭ　ＨＥＰＥＳバッファー、
　トレハロース、スクロース、ガラクトース、マンニトール、ソルビトールおよびそれら
の組合せからなる群から選択されるとともに濃度が１．０％～２５．０％（ｗ／ｖ）であ
る１種以上の炭水化物物質、および
　濃度が０．１％～２．０％（ｗ／ｖ）であるゼラチン
を含み、生アルファウイルスを安定化する、ウイルス組成物。
【請求項２】
前記生アルファウイルスは、チクングニアウイルス、オニョンニョンウイルス、ロスリバ
ーウイルス、東部ウマ脳炎および西部ウマ脳炎、他のセムリキ森林ウイルス、または他の
トガウイルスおよびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項１に記載のウイル
ス組成物。
【請求項３】
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前記生アルファウイルスはチクングニア（ＣＨＩＫ）ウイルスである、請求項１に記載の
ウイルス組成物。
【請求項４】
前記組成物は含水形態である、請求項１～３のいずれか一項に記載のウイルス組成物。
【請求項５】
前記組成物は部分的にまたは完全に脱水されている、請求項１～３のいずれか一項に記載
のウイルス組成物。
【請求項６】
前記１種以上の炭水化物物質はスクロースおよびトレハロースのうち１種以上を含む、請
求項１～３のいずれか一項に記載のウイルス組成物。
【請求項７】
前記組成物は、ＨＥＰＥＳ、スクロースおよびゼラチンを含む、請求項１～３のいずれか
一項に記載のウイルス組成物。
【請求項８】
前記ゼラチンの濃度は０．１％～１．０％（ｗ／ｖ）である、請求項１～３のいずれか一
項に記載のウイルス組成物。
【請求項９】
前記ＨＥＰＥＳバッファーの濃度は１ｍＭ～２０ｍＭである、請求項１～３のいずれか一
項に記載のウイルス組成物。
【請求項１０】
前記ＨＥＰＥＳバッファーの濃度は５ｍＭ～１５ｍＭであり、前記ゼラチンの濃度は０．
５％～１．５％である、請求項１～３のいずれか一項に記載のウイルス組成物。
【請求項１１】
１０ｍＭ～２００ｍＭの塩をさらに含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のウイルス
組成物。
【請求項１２】
生アルファウイルスの不活性化を低減する方法であって、１種以上の生アルファウイルス
と組成物とを組み合わせることを含み、前記組成物は、０．１ｍＭ～４０．０ｍＭ　ＨＥ
ＰＥＳバッファーと、トレハロース、スクロース、ガラクトース、マンニトール、ソルビ
トールおよびそれらの組合せからなる群から選択されるとともに濃度が１．０％～２５．
０％（ｗ／ｖ）である１種以上の炭水化物物質と、濃度が０．１％～２．０％（ｗ／ｖ）
であるゼラチンとを含み、前記組成物は生アルファウイルスの不活性化を低減する、方法
。
【請求項１３】
前記生アルファウイルスは、チクングニアウイルス、オニョンニョンウイルス、ロスリバ
ーウイルス、他のセムリキ森林ウイルス群、東部ウマ脳炎および西部ウマ脳炎およびそれ
らの組合せからなる群から選択される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
前記組合せを部分的にまたは完全に脱水することをさらに含む、請求項１２または１３に
記載の方法。
【請求項１５】
投与前に前記組成物を部分的にまたは完全に再水和することをさらに含む、請求項１２ま
たは１３に記載の方法。
【請求項１６】
前記組成物は、含水ウイルス組成物の保存寿命を長期化する、請求項１２～１４のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１７】
前記ＨＥＰＥＳバッファーの濃度は１ｍＭ～２０ｍＭであり、前記ゼラチンの濃度は０．
０１％～１．０％（ｗ／ｖ）である、請求項１２～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
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請求項１～１１のいずれか一項に記載の生アルファウイルスのウイルス組成物を、アルフ
ァウイルスに関連する健康状態の発症を低下させ、またはアルファウイルスに関連する健
康状態を予防するために対象に投与される医薬として製剤化するのに使用する方法。
【請求項１９】
生アルファウイルスの不活性化を低減するキットであって、
　少なくとも１つの容器、
　０．１ｍＭ～４０．０ｍＭ　ＨＥＰＥＳバッファーと、トレハロース、スクロース、ガ
ラクトース、マンニトール、ソルビトールおよびそれらの組合せからなる群から選択され
るとともに濃度が１．０％～２５．０％（ｗ／ｖ）である１種以上の炭水化物物質と、濃
度が０．１％～２．０％（ｗ／ｖ）であるゼラチンとを含む組成物、および
　アルファウイルス
を含むキット。
【請求項２０】
前記生アルファウイルスは、チクングニアウイルス、オニョンニョンウイルス、ロスリバ
ーウイルス、他のセムリキ森林ウイルス群、東部ウマ脳炎および西部ウマ脳炎およびそれ
らの組合せからなる群から選択される、請求項１９に記載のキット。
【請求項２１】
前記生アルファウイルスは弱毒生アルファウイルスを含む、請求項１～１１のいずれか一
項に記載のウイルス組成物。
【請求項２２】
前記生アルファウイルスは弱毒生アルファウイルスを含む、請求項１２～１７のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項２３】
前記生アルファウイルスは弱毒生アルファウイルスを含む、請求項１９または２０に記載
のキット。


	header
	written-amendment

